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エクソソームに関する定義や考え方の現状



＜研究全体の目的＞
本研究は再生医療等技術のリスク分類の考え方について、リスク分

類の変更あるいは法からの適用除外、さらには新たな再生医療等技術
が出現した際のリスク分類の判定方法等にかかる基準について、再生
医療関連領域の研究状況等を含めて調査研究を行うものである。
なお、リスク分類の考え方を検討するに当たっては、現に提供され

ている再生医療等の安全性をどのように評価するかについて併せて検
討する必要があることから、法に基づき実施されている疾病等報告制
度や定期報告を適切な活用という観点も踏まえて検討するとともに、
海外におけるリスク分類や規制の適用除外の考え方、また諸外国で既
に臨床応用されている新規の再生医療等に関連する技術の開発状況も
踏まえて検討することとする。
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